
農林水産省 食料生産地域再生のための先端技術展開事業
（網羅型研究）

研究実施期間：平成2５～29年度

施設園芸におけるイニシャルコスト、ランニングコストを低減した雇用型経営を

構築するとともに地域の将来を担う経営体の育成・定着を図ります。

中山間地域における施設園芸技術の実証研究

■研究代表機関

岩手県農業研究センター

■共同研究機関
(独法研究機関） (独)農業・食品産業技術総合研究機構

（野菜茶業研究所、東北農業研究センター、
近畿中国四国農業研究センター、農村工学研究所）

(民間)               富士通（株）、東日本機電開発（株）、石村工業（株）、木楽創研（株）

(大学） （国）岩手大学、（国）茨城大学

■普及・実用化支援組織
岩手県沿岸広域振興局、岩手県大船渡農業改良普及センター、

岩手県中央農業改良普及センター（県域）



研究目標

上記、研究概要の１～３の技術を総合的に適用し、以下の目標を達成する。

① 園芸施設のイニシャルコスト、ランニングコストを低減
⇒坪単価５万円以下の木骨ハウス、資材コスト２割削減の建設足場利用ハウスの導入
⇒ユビキタスシステムの導入コスト３割削減

② 暖房コストを５割削減
⇒木質バイオマス加温機による暖房及び局所加温によるランニングコストの５割削減

③ 収益性を被災前に比べて倍増
⇒トマトは隔離床栽培による作型の組み合わせと肥培管理の省力化により周年収量
３０ｔ／１０ａを目指す。

⇒イチゴは促成作型と夏秋どり作型を組み合わせた周年生産により周年収量８ｔ／１０ａ
を目指す。

④ 地域資源を活用し地域経済を活性化
⇒地域を担うリーディング経営体を育成・定着⇒産地再生・発展へとつなげる。

研究概要

多くの農地が被災した岩手県沿岸南部地域では、平成２５年度から果菜類
の施設園芸を展開し、同時に担い手を育成しながら農業の復興を図る計画
である。
被災地域は狭隘で傾斜の多い地形のため大規模な施設園芸の適用は困
難であること、夏季冷涼な気象特性を有すること、農地の復旧のための表土
除去により作土が不良な農地が多いこと、そして遠隔地で燃油や農業資材
の高騰に対するコスト低減が不可欠であることも考慮し、地域の条件に適応
した施設園芸生産を進めるための研究開発と現地における実証研究を行い、
施設コストと暖房コストの削減、新作型や新たな栽培法と情報通信技術（ＩＣ
Ｔ）を活用した技術の最適化による収益率の向上を目指す。



研究内容

１．中山間立地に適応性の高い低コスト耐候性ハウスの実用化と設置技術の実証

（１）地域木材を有効活用した「木骨ハウス」の実用化実証
（木楽創研、近中四農研、農工研）

木質製園芸用ハウス（木骨ハウス）は耐加重性が高く設計され、ある程度の不整形立地に対
応し、コストが軽量鉄骨ハウスより安価である。この最適化を図り実用化する。

① 植物の受光量を確保するための構造、
工法、被覆資材等を検討する。

② 耐腐朽性・耐久性及び一部に鉄骨資材
の利用等により、坪当たり単価5万円以下
を目指し経済性を評価する。

（２）狭隘・不整形な立地や傾斜地に適応する耐候性ハウスの寒冷地における実証研究
（近中四農研、農工研）

耐風性・耐積雪性検証を中心に異なる構造(使用骨材、連棟や単棟、屋根形状、強度など)条
件を踏まえて、立地に合わせた適正評価を行う。

・写真

（３）中山間立地並びに寒冷地条件に対応したハウス構造・立地評価
（農工研）

木骨ハウスが建設が難しい狭小・不整形
区画や傾斜地に建設用足場利用ハウスを
設置し、被覆資材や内張り構造の検討を
中心に構造も含めた高度化を図る。
また、パイプハウスにより営農展開する
農家に対し、耐雪性に留意した構造強化
技術(ダブルアーチ化)の高度化により冬
春期の施設利用を図る。

促成イチゴ定植

建設用足場利用ハウス

計測胴大きな内積（4m×3m×20 m）

により高精度の実験が可能
風圧測定装置(126点の同時測定)

農工研内のエッフェル型大型風洞

風向、屋根傾斜等を変更して測定を繰り返す

木骨ハウス

木骨ハウス周辺の気流と測定する風圧係数のイメージ



２．地域木質資源を活用した低コスト暖房技術の実用化実証

（１）木質バイオマスを活用する小規模暖房機の開発実証
（石村工業、岩手農研）

地域の木材産業で産出される間伐材、製材端材等と
灯油を併用するバイオマス加温機の最適化を図ること
を目的に燃焼時間の長期化を検討する。

（２）イチゴ閉鎖型高設栽培における局所暖房技術の実証研究
(東日本機電開発、岩手農研)

中国の日光温室の考え方を参考にして、内張りに布団状の高断熱資材(布団資材)を利用した
保温技術を実証する。

（３）蓄熱・高断熱資材の実用化による暖房コストの低減
(近中四農研)

イチゴ閉鎖型高設栽培システムで
のイチゴの局所加温（バイオマス加温
機で温湯を循環させる）技術を構築す
る。

※イチゴ閉鎖型高設栽培システム
２層ハンモック構造（下層において底面給
液）により、低コストで排液を系外に出さない
高設栽培システム（４ （３）の図を参照）

バイオマス加温機

温水循環システム クラウン加温

ダブルアーチハウス



３．分散する中小規模園芸施設の効率的管理技術の実用化実証

（１）中小規模施設の生産性と効率性向上を可能にする総合的環境制御技術の構築
(岩手農研、野茶研、富士通)

中小規模施設に対応したユビキタス
環境制御装置を開発し、量管理による
養液管理や成長解析等を通じて、多収
を実現する環境制御技術を確立する。

※ユビキタス環境制御装置
給液装置や養液殺菌装置などの各装置ネッ
トワークを通じて、個別に他の機器と調整しな
がら環境制御を行うシステム

（２）中小規模施設に対応可能な持続的養液栽培技術の実証研究
（岩手大学、岩手農研)

難防除病害である「うどんこ病」薬剤耐性菌を主対象に、
熱ショック処理による抵抗性誘導効果獲得の品種・作型
別最適処理条件を明らかにする。
イチゴ高設栽培での最適処理条件が得られるよう既存
の自走式温湯散布装置（ゆけむらー）を改良し、病害虫
防除効果と化学合成農薬低減効果について総合的に実
証する。

※温湯散布装置
６０℃～６３℃の温湯を分速５０ｃｍ程度で散布して、うどんこ病
を予防する装置

（３）温湯散布装置を用いたイチゴ病害防除技術の実証
(茨城大学)

閉鎖系養液栽培においてパルスパワー（パル
ス放電）技術を活用し、低コストな殺菌装置を開
発する。また、これに対応する養液補正診断技
術開発により、持続的養液栽培技術を確立する。

※パルスパワー（パルス放電）技術
高効率で省エネルギーなパルスパワー（高度に圧縮した
電力）により生成した非加熱プラズマを利用する技術

統合管理

省力無線
ネットワーク

量管理ノード

(((●)))

(((●)))

制御ノード

(((●)))

(((●)))

(((●)))

中小規模向け環境制御システム

http://www.uecs.jp/index.html
http://www.uecs.jp/index.html


４．中山間立地特性に適応した収益性の高い園芸品目の技術実用化総合実証

（１）トマトの隔離床栽培技術の実証
(岩手農研、東北農研)

津波被災農地の土壌を用いない方法として、隔離床
栽培技術を実証する。培地には粉砕杉樹皮等地域資
源を有効活用したものを原材料として、コスト低減を図
り、トマト短期・長期どりを組み合わせた周年生産技術
を実証する。また、肥効調節型肥料を用いた低コストか
つ簡易な施肥方式を確立し実証する。

（２）イチゴ周年栽培技術の実証
(東北農研、岩手農研)

「四季成り性イチゴ」と「一季成り性イチゴ」を利用した
夏秋栽培と促成栽培を組み合わせた周年栽培技術を
実証する。
周年栽培に適した品種や日長制御による花成制御
技術、クラウン部加温・冷却による花成促進・安定生産
技術、細霧冷房等による夏期の施設内昇温抑制技術等
を総合した長期安定多収栽培の実証を行なう。

（３）イチゴ促成栽培における低コスト安定栽培技術の総合実証
(木楽創研、石村工業、東日本機電開発、岩手農研)

木骨ハウス、バイオマス加温機、イチゴ閉鎖型高設栽培システムを総合的に組み合わせパッ
ケージ化し現地に定着させる。

隔離床栽培

日長制御（短日処理）と細霧冷房

イチゴ閉鎖型高設栽培システムの栽培状況（左）と概念図（右）



■担当：岩手県農業研究センター 企画管理部 研究企画室
■Tel：0197-68-2331（代表）
■FAX：0197-68-2361
■E-mail：CE0008@pref.iwate.jp

問合せ先

現地実証地までの交通アクセス

（株）ＪＡおおふなとアグリサービス
現地住所：岩手県陸前高田市米崎町字川崎214

■ＪＲ利用
震災の影響で大船渡線が不通となっています。
ＢＲＴ（気仙沼駅～盛駅）利用により、高田病院駅
下車、徒歩１５分
■自動車利用
大船渡市役所から約２０分
陸前高田市役所から約１０分

拡大図

【現地実証地見学申し込み】
岩手県農業研究センター企画管理部研究企画室
ＴＥＬ：0197-68-2331（代表）
ＦＡＸ：0197-68-2361

E-mail：CE0008@pref.iwate.jp
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